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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

東
京
大
学
「
体
験
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
受
入
れ

玉
城
水
練
場
水
練
生

（
小
池
流
水
練
）修
了
式

「
擬
革
紙
」
県
指
定

伝
統
工
芸
品
に
認
定

８
月
21
日
、
町
営
プ
ー
ル
で
開
か
れ

て
い
た
玉
城
水
練
場
（
小
池
流
水
練
）

の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
７
月
22
日
か
ら
１
カ
月
間

１
４
０
名
が
参
加
し
、
17
名
の
上
級
合

格
者
は
、
小
池
流
保
存
会
の
寺
脇
清
太

会
長
か
ら
修
了
証
書
を
受
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
大
阪
府
在
住
で
小

池
流
師
範
の
高
橋
数か

ず

隆た
か

さ
ん
が
訪
れ
、

自
ら
プ
ー
ル
で
、
水
練
生
に
指
導
を
行

い
、
模
範
演
技
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

水
練
生
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

和
紙
を
革
に
似
せ
て
加
工
し
た
「
擬

革
紙
」
が
県
指
定
伝
統
工
芸
品
に
指
定

さ
れ
、
９
月
６
日
、
県
庁
で
鈴
木
英
敬

知
事
か
ら
「
参
宮
ブ
ラ
ン
ド
擬
革
紙
の

会
」
小
嶋
会
長
に
指
定
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

を
受
け
、
作
品

を
手
に
と
る
な

ど
し
な
が
ら
見

学
し
、
復
元
さ

れ
た
擬
革
紙
の

良
さ
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。

8
月
19
日
か
ら
２
週
間
、
東
大
生
２

名
が
町
内
で
福
祉
・
教
育
・
農
業
な
ど

多
分
野
の
現
場
を
訪
れ
、
町
や
地
方
自

治
の
現
状
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、学
生
が
直
接
、

現
場
で
様
々
な
経
験
を
積
み
、
自
分
と

は
異
な
る
価
値
観
や
考
え
方
と
触
れ
合

う
こ
と
で
、
刺
激
を
う
け
る
場
を
設
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
東
京
大
学
が
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
約
40
種
類
の
体

験
活
動
を
全
国
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
前
期
教
養
学
部
２
年
の
宮
崎

航
一
さ
ん（
19
）と
寺
澤
峻
之
さ
ん（
20
）

が
参
加
し
、
臨
時
議
会
の
傍
聴
を
皮
切

り
に
、
田
丸
保
育
所
で
の
園
児
と
の
交

流
、
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
で
の
介
護
体
験

や
勝
田
ふ
れ
あ
い
農
園
で
の
農
業
体
験

な
ど
多
様
な
分
野
で
の
様
々
な
経
験
を

積
み
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
二
人
は
「
学

校
で
は
得
が
た
い
知
識
を
得
ら
れ
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
濃
密
な
経
験
が
で

き
、
地
方
自
治
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

る
参
考
材
料
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ

た
」
と
話
し
、
特
に
宮
崎
さ
ん
は
「
行

政
マ
ン
が
信
念
を
持
っ
て
働
く
姿
を
間

近
に
み
て
公
務
員
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
。」、
寺
澤
さ
ん
は
「
玉
城
町
は

人
と
人
と
の
繫
が
り
が
密
で
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
。
都
会
に
は
な
い
環
境
を
体
験
で
き

た
。」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
も
依
頼
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

模範演技をされる高橋さん

寺澤さん（左）宮崎さん（右）

鈴
木
知
事
は
、
平
成
23
年
８
月
に
町

で
開
催
さ
れ
た
、
県
民
の
声
を
直
接
聞

く
「
す
ご
い
や
ん
か
ト
ー
ク
」
に
お
い

て
、
参
宮
ブ
ラ
ン
ド
擬
革
紙
の
会
を
訪

問
さ
れ
、
試
作
品
の
擬
革
紙
の
名
刺
入

れ
も
愛
用
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
擬
革

紙
の
完
成
を
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
６
日
～
８
日
の
間
、
旧

三
の
丸
御
殿
奥
書
院
で
「
参
宮
ブ
ラ
ン

ド
擬
革
紙
の
会
制
作
発
表
会
」
と
題
し

た
擬
革
紙
の
作
品
展
示
会
が
開
催
さ
れ
、

約
５
０
０
名
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
は
、
永
年
衰
退
し
て
い

た
擬
革
紙
を
復
元
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
期
間
中
は
、
擬
革
紙
の
帽
子

や
、
鞄
な
ど
14
種
類
25
点
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
た
多

く
の
方
が
訪
れ
、
会
員
の
丁
寧
な
説
明

↑
小
嶋
会
長（
右
）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策

セ
ン
タ
ー
と
災
害
時
に
お
け
る

物
資
供
給
に
関
す
る
協
定

町
職
員
非
常
招
集
訓
練
を

実
施

ぶ
ど
う
祭
り　
大
賑
わ
い

９
月
４
日
、
町
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ

リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
『
災

害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協

定
』
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
町
か
ら
の

協
力
要
請
で
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
物
資
供

給
を
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
で
、
こ
れ

に
よ
り
被
災
地
に
物
資
を
迅
速
か
つ
円

滑
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

大
災
害
時
に
備
蓄
品
が
不
足
し
た
際
、

よ
り
早
く
対
応
が
で
き
る
と
い
う
も
の

で
す
。

こ
の
日
、
町
長
公
室
で
行
わ
れ
た
調

印
式
で
は
、
笠
原
常
務
理
事
と
辻
村
町

長
が
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

９
月
２
日
、
町
職
員
を
対
象
と
し
た

非
常
招
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
に
、
即
座
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
非
常
時
連
絡
網
で
正
規
職

員
に
緊
急
招
集
を
行
い
、
約
60
名
が
住

民
ホ
ー
ル
に
集
結
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
辻
村
町
長
か
ら
、
い
つ
く

る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
等
に
即
座

に
対
応
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
心
が
け

る
と
共
に
、
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る

た
め
の
対
策
を
十
分
に
講
じ
る
よ
う
訓

示
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
引
続
き
、
負
傷
時
の
応

急
処
置
訓
練
や
災
害
を
想
定
し
た
図
上

訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

８
月
31
日
、
勝
田
地
区
内
で
『
第
３

回
玉
城
勝
田
ぶ
ど
う
祭
り
』が
開
か
れ
、

町
内
外
か
ら
約
１
，
５
０
０
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
玉
城
青
年
交
流
会
が

主
催
し
、勝
田
大
地
の
絆
会
の
協
力
で
、

勝
田
産
の
ぶ
ど
う
を
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
生
産
者
の
応
援
や
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
平
成

23
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
場
で
は
、
ぶ
ど
う
の
ア
イ
ス
の
振

舞
、
ぶ
ど
う
の
か
き
氷
や
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
の
販
売
の
ほ
か
、
ぶ
ど
う
の
皮
飛
ば

し
大
会
や
ぶ
ど
う
狩
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
来
場
者
ら
は
勝
田
の
ぶ

ど
う
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
に
引
続
き
、
大
学
等
と
地

域
と
の
連
携
を
推
進
す
る
県
戦
略
企
画

部
企
画
課
の
協
力
で
、
県
内
外
の
大
学

生
16
名
が
参
加
し
祭
り
を
盛
上
げ
て
い

ま
し
た
。

７
月
23
日
、
度
会
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
度

会
町
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
見
事

玉
城
チ
ー
ム
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

笠原常務理事（右）

訓示のようす

玉
城
チ
ー
ム
が
連
覇
達
成

度
会
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会老人クラブ連合会カローリング部のみなさん
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玉
城
町
職
員
募
集

総
務
課
（
５
８
）８
２
０
０

10

玉
城
町
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

採
用
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

◦
保
健
師　

１
名

受
験
資
格

◦
１
９
８
３
年
（
昭
和
58
年
）
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は

平
成
26
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

◦
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

◦
玉
城
町
に
通
勤
可
能
な
方

◦
身
体
健
康
で
伝
染
性
疾
患
を
有
し
な
い
方

◦
地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠
格
事
項
）に
該
当
し
な

い
方

受
験
手
続

（
１
）提
出
書
類

◦
履
歴
書
（
市
販
可
、３
カ
月
以
内
撮
影
の
写
真
添
付
）

◦
最
終
学
校
卒
業
証
明
書
、
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書

◦
最
終
学
校
成
績
証
明
書

◦
健
康
診
断
書
（
第
一
次
試
験
終
了
後
、
合
格
者
の

み
提
出
）

（
２
）受
付
期
間

10
月
１
日
（
火
）
～
21
日
（
月
）（
土
・
日
祝
日

を
除
く
）

受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で

（
３
）提
出
先

玉
城
町
役
場
総
務
課
（
２
階
）

試
験
の
日
時
・
場
所
・
方
法
等

（
１
）第
一
次
試
験

日
に
ち
：
12
月
上
旬
（
予
定
）

場　

所
：
玉
城
町
役
場

方　

法
：
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
歴
相
当
の

教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
適
性
検
査

（
２
）第
二
次
試
験

日
に
ち
：
12
月
下
旬
（
予
定
）

場　

所
：
玉
城
町
役
場

方　

法
：
作
文
お
よ
び
面
接
等

発　

表
：
第
一
次
試
験
の
結
果　

12
月
中
旬
合
格
者

に
通
知
す
る

第
二
次
試
験
の
結
果　

平
成
26
年
１
月
中

旬
合
格
者
に
通
知
す
る

給
与
、
諸
手
当
：
玉
城
町
職
員
給
与
条
例
に
よ
る

採
用
予
定
：
平
成
26
年
4
月
1
日
付

■
玉
城
町
職
員
人
事

（　

）
は
旧
職
場
・
職
名

退
職
（
８
月
26
日
付
）

◦
上
下
水
道
課
雇

小
池　

翔
平

異
動
（
９
月
１
日
付
）

◦
上
下
水
道
課
工
務
係
長

藤
原　

正
成
（
建
設
課
工
務
第
２
係
長
）

平
成
25
年

 

第
３
回
玉
城
町
議
会
臨
時
会

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
『
季
節
限
定
！

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中（
11
月
末
ま
で
）』

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促
進
事
業
勝
田
３
号
幹

線
排
水
路
改
修
工
事
の
変
更
請
負
契
約
締
結
に
つ
い

て
、
既
契
約
金
額
か
ら
９
千
４
５
０
円
減
額
し
、
５

千
１
８
８
万
１
千
５
５
０
円
と
す
る
こ
と
を
議
決
し

ま
し
た
。

町
で
は
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
１
万
円
以
上
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
方
に
、
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
町
内
の
特

産
品（
５
，０
０
０
円
相
当
）を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
お
い
し
い
新
米
の
収
穫
時
期
と
な
り
「
新

米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
数
量
限
定
）」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
は
、「
玉
城
産
米「
伊
勢
ご
こ
ろ
」

10
㎏
と
季
節
野
菜
セ
ッ
ト
』
と
『
玉
城
産
米
「
伊
勢

ご
こ
ろ
」
５
㎏
と
特
産
品
セ
ッ
ト
』
の
２
種
類
の
特

産
品
も
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
玉
城
町
の
特
産
品
を
一
同
に
集
め
た
『
玉
城

ふ
る
さ
と
ま
る
ご
と
セ
ッ
ト
』
を
通
常
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
る
な
ど
、特
産
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
、
特
産
品
の
発
送
回
数
を
年

１
回
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
制
限
を
無
く

し
、
ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
く
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
『
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
』
の

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
役
場
総
務
課
（
電
話
（
５
８
）
８
２
０
０
）
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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男女共同参画社会の実現をめざして　～ひとりひとりが幸せな社会のために～
総務課（５８）８２００

「男女共同参画社会」って何だろう？
家庭、地域、学校、職場などで男女がお互いの人権を大切にし、「男だから・・・、女だから・・・」に

とらわれず、個性と能力を十分に発揮することができ、責任も分かち合う社会です。

男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会

○家族を構成する個人がお互いに尊
重し合い協力し合うことによって、
家族のパートナーシップの強化

○仕事と家庭の両立支援環境が整
い、男性の家庭への参画も進むこ
とによって、男女がともに子育て
や教育に参加

家庭生活の充実
○男女がともに主体的に地域活動

やボランティア等に参画するこ
とによって、地域コミュニティー
が強化

○地域の活性化、暮らし改善、子
どもたちが伸びやかに育つ環境
が実現

地域力の向上
○女性の政策・方針決定過程への参

画が進み、多様な人材が活躍する
ことによって、経済活動の創造性
が増し、生産性が向上

○働き方の多様化が進み、男女がと
もに働きやすい職場環境が確保さ
れることによって、個人が能力を
最大限に発揮

職場に活気

男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会

一人ひとりに何ができるのかな？

男女共同参画は、むずかしくありません。性別にと
らわれず、自分のやりたいことや興味のあることを大切
にし、目標をもって生活しましょう。自分の良さを見つ
け、「自分らしく」取組むとともに、家庭や地域の一員
として協力し合いましょう。　もし「男の人」と「女の
人」のいつもの立場が入れ替わったらどう思うか想像し
てみましょう。「ちょっと変だな」「かなり大変だ」「問
題だな」と思ったら身近なところから直してみてはどう
でしょうか。相手を思いやる気持ちや行動が、男女共同
参画社会の実現のために大切なことです。
○家庭では・・・

家族全員がお互いに助け合って、心地よく生活でき
るようにしましょう。

○地域では・・・
男性も女性も、大人も子どもも、みんながいっしょに、
それぞれの考えを出し合い、地域社会の一員として
協力し合いながらまちづくりを進めていきましょう。

○学校では・・・
性別にかかわりなく個性や能力を発揮し、協力し合
って活動しましょう。

○職場では・・・
自分が持っている能力を十分に発揮して、活き活き
と働けるようにしましょう。

男（ひと）と女（ひと）ともに活躍できるまちに

地域では、お付き合いが少なくなりました。今のま
まではまちづくりどころか、みんなのつながりまでな
くなり、生まれ育った地域が成り立たなくなってしま
い、もっと問題が増えていくばかりです。地域のこと
は住んでいる人が一番わかっています。アイデアも力
もあります。みんなが将来のことを考え、知恵を出し
合っていっしょにまちづくりをしましょう。しかし、
何をどうしたらいいかわからないときは、ひとまず地
域の行事に参加したり、行政やＮＰＯが実施するイベ

ントに行ってみるものいいですね。

認知症サポーター養成講座
日にち：１０月５日（土）、２６日（土）、１２月７日（土）
時　間：午後１時３０分～３時３０分
場　所：１０月開催は下外城田小学校体育館
　　　　１２月開催は保健福祉会館ふれあいホール
申込み：地域包括支援室　電話（５８）７３７３
内　容：地域で支え合うまちを目指し、認知症の

予防や対処方法、地域でできることなど
を学びます。

定年＊男の「スターティング・ノート」ふたたび！
　～これからの人生を〝活きる〟ために～
日にち：１０月２６日（土）
時　間：午後１時～４時３０分
場　所：三重県総合文化センター内

三重県男女共同参画センター「フレンテ
みえ」セミナー室 A

申込み：要（先着順・総務課に申込用紙あります）
問合せ：フレンテみえ
　　　　電話０５９（２３３）１１３０
内　容：仕事中心の「働くという役割」を終え、

これからどうしますか？新たな人生を充
実させるヒントが見つかる講座です。

男女共同参画フォーラム ～みえの男
ひ と

女２０１３～
日にち：１１月３日（日）
時　間：午前１０時３０分～午後４時
場　所：三重県総合文化センター

三重県男女共同参画センターフレンテみえ
申込み：要（事前申込制・総務課に申込用紙あります）
問合せ：フレンテみえ

電話０５９（２３３）１１３０
内　容：ワークショップ、パネル展、東北女性支

援販売や、〝働き方はワタシがつくる〟
をテーマとした鼎

てい

談などを行います。

思いやりを持ち、お互いを認め合おう。

まちづくりやイベントに参加しよう。

三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」
〒５１４－００６１　三重県津市一身田上津部田１２３４
ＴＥＬ０５９（２３３）１１３０／ＦＡＸ０５９（２３３）１１３５／ＵＲＬ　http://www3.center-mie.or.jp/center/frente/
男女共同参画に関する講座・イベントにご参加ください。詳しくは、ホームページまたは町に備え付けのパンフレットをご覧ください。
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生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課
（
５
８
）８
２
０
３

■
９
月
１
日
か
ら
保
健
所
の
犬
・
猫
の
引
取
り

基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
が
改

正
さ
れ
、
飼
い
主
の
ペ
ッ
ト
動
物
が
そ
の
命
を
終
え

る
ま
で
、
責
任
も
っ
て
適
切
に
飼
う
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
安

易
な
飼
育
放
棄
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
保
健
所
で

飼
い
犬
や
飼
い
猫
の
引
取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
動
物
は
、
飼
う
前
に
最
後
ま
で
飼
う
こ
と

が
で
き
る
か
よ
く
考
え
、
責
任
と
愛
情
を
も
っ
て
終

生
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

◆
引
取
り
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合

◦
犬
や
猫
な
ど
を
販
売
す
る
事
業
者
か
ら
引
取
り
を

求
め
ら
れ
た
場
合

◦
繰
返
し
引
取
り
を
求
め
ら
れ
た
場
合

◦
犬
や
猫
の
繁
殖
防
止
に
努
め
て
い
な
い
場
合

◦
飼
育
の
継
続
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合

◦
新
た
な
飼
い
主
を
見
つ
け
る
努
力
を
し
て
い
な
い

場
合
な
ど

※
犬
や
猫
の
老
齢
や
病
気
は
、
引
取
り
の
理
由
に
な

り
ま
せ
ん
。

◆
法
律
改
正
の
主
な
内
容

【
動
物
取
扱
関
係
】

◦
販
売
、
展
示
可
能
な
犬
や
猫
の
日
齢
制
限

◦
販
売
時
の
現
場
確
認
、
対
面
説
明
等
を
義
務
付
け

◦
非
営
利
な
譲
渡
活
動
や
展
示
な
ど
を
、
施
設
を
設

け
て
行
う
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
等
へ
の
届
出

が
必
要

【
そ
の
他
】

◦
多
頭
飼
育
の
適
正
化
や
災
害
時
対
策
の
強
化

◦
動
物
虐
待
等
に
対
す
る
罰
則
を
強
化

■
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
は
法
律
に
よ
り
有
効
期
限（
８
年
）

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
期
限
を
迎
え
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
水
道
メ
ー
タ
ー
に
交
換
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
事
前
に
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
を
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。
交
換
作
業
は

委
託
業
者
が
行
い
ま
す
が
、
上
下
水
道
課
が
発
行
し

た
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、立
会
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ご
不
在
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
メ
ー
タ
ー
交
換
費
用

に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。

交
換
作
業
中
は
、
一
時
的
に
水
道
を
止
め
る
た
め

メ
ー
タ
ー
交
換
後
、
若
干
空
気
や
濁
り
水
が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
水
を
少
し
流
し
て
か
ら
お
使
い

く
だ
さ
い
。

※
交
換
作
業
期
間　

10
月
～
12
月
の
各
月
の
１
日
～

10
日
ま
で
の
間
（
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
作
業
を

行
い
ま
せ
ん
。）

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
に
は
犬
を
つ
な
い
だ
り
、

障
害
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
車
両
な
ど
は
交
換
作
業
時
、
移
動
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、上
下
水
道
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
９
月
20
日
～
26
日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す

９
月
20
日
か
ら
県
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

等
で
小
中
学
生
が
描
い
た
動
物
愛
護
の
絵
・
ポ
ス
タ

ー
を
巡
回
展
示
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
三
重
県
健
康
福
祉
部
食
品
安
全
課　

電
話
０
５
９
（
２
２
４
）
２
３
５
９
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
ラ
イ
ト
・
オ
ン
運
動
の
実
施

10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
「
夕
暮
れ
時
、
ち
ょ
っ

と
早
め
の
ラ
イ
ト
・
オ
ン
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

早
め
の
ラ
イ
ト
・
オ
ン
で
、
安
全
運
転
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

【
推
進
事
項
】

①
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
（
自
動
車
、
二

輪
車
、
自
転
車
利
用
者
）

夕
暮
れ
時
は
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
見
る
た
め

の
ラ
イ
ト
を
見
せ
る
た
め
に
も
点
灯
し
ま
し
ょ
う
！

②
反
射
材
の
着
用
推
進
（
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利

用
者
）

明
る
い
服
装
と
反
射
材
を
使
っ
て
車
に
ア
ピ
ー
ル
！

特
に
、
夜
間
は
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
て
安
全
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
！

■
第
85
回
玉
城
町
戦
没
者
追
悼
式
の
開
催
に

つ
い
て

日
に
ち
：
10
月
12
日
（
土
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
11
時

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

先
の
大
戦
に
お
い
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
御

霊
に
対
し
哀
悼
の
意
を
捧
げ
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

祖
国
、
玉
城
町
を
想
い
戦
禍
に
倒
れ
た
方
々
を
追

悼
し
、
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
い

世
界
の
恒
久
平
和
を
守
る
た
め
、
遺
族
会
の
方
を
は

じ
め
一
般
の
方
々
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
下
水
道
課
（
５
８
）８
２
０
７

上
下
水
道
た
よ
り

水道メーターBOX
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■ 

福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア

福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
を
対
象
に
福

祉
の
事
業
所
個
別
相
談
会
と
お
仕
事
総
合
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
に
ち
：
11
月
９
日
（
土
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

「
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
会
」

午
後
１
時
～
４
時

「
福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア
」

場　

所
：
松
阪
商
工
会
議
所　

大
ホ
ー
ル

（
松
阪
市
若
葉
町
１
６
１-

２
）

対　

象
：
福
祉
・
介
護
の
職
場
に
就
職
希
望
、
ま
た

は
関
心
の
あ
る
一
般
・
学
生（
高
校
生
以
上
）

※
事
前
申
込
み
不
要
。

※
託
児
室
あ
り
（
要
予
約
）

詳
し
く
は
、
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
三
重
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
５
９
（
２
２
７
）

５
１
６
０
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
育
所
就
職
フ
ェ
ア
・
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス

保
育
所
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
を
対
象
に
保
育
所

と
の
個
別
相
談
会
と
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

し
ま
す
。

日
に
ち
：
11
月
30
日
（
土
）

時　

間
：
午
前
11
時
～
正
午

「
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス　

～
先
輩
に
聞
く
！

保
育
士
・
保
育
所
の
魅
力
～
」

午
後
１
時
～
３
時
30
分

「
保
育
所
就
職
フ
ェ
ア
」

場　

所
：
三
重
県
教
育
文
化
会
館　

大
会
議
室
・
多

目
的
ホ
ー
ル
（
津
市
桜
橋
２-

１
４
２
）

対　

象
：
保
育
所
に
就
職
希
望
、
ま
た
は
関
心
の
あ

る
一
般
・
学
生
（
高
校
生
以
上
）

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
事
前
申
込
み
必
要

（
就
職
フ
ェ
ア
は
事
前
申
込
み
は
不
要
）

※
託
児
室
あ
り
（
要
予
約
）

詳
し
く
は
、
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
三
重
県

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
５
９

（
２
２
７
）
５
１
６
０
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
住
民
た
よ
り

税
務
住
民
課
（
５
８
）８
２
０
１

■
個
人
住
民
税
（
県
民
税
・
市
町
民
税
）
の

特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す

事
業
主
の
み
な
さ
ま

個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
ま
す
か
？

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
、
法
令
に
よ
り
、

事
業
主
が
給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
引
き
去
り
）
し
て
、

給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
市
町
に
納
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
全
市
町
で
、
平
成
26
年
度
か

ら
新
た
に
特
別
徴
収
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

予
定
の
事
業
所
に
は
、
指
定
予
告
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。

平
成
25
年
10
月
16
日
発
送
予
定

◎
指
定
予
告
通
知
書
の
送
付
対
象
事
業
所

・
特
別
徴
収
を
し
て
い
な
い
事
業
所

・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
一
部
の
従
業
員
に

対
し
、
特
別
徴
収
を
し
て
い
な
い
事
業
所 

な
ど

従
業
員
の
み
な
さ
ま

個
人
住
民
税
が
給
与
か
ら
引
き
去
ら
れ
て
い
ま
す

か
？毎

月
の
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
が
特
別
徴
収
（
引

き
去
り
）
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
事
業
主
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
等
も
含
め
、
基
本
的
に
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
。

※
複
数
の
事
業
所
か
ら
給
与
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
市
町
で
所
得
を
合
算
の
う
え
、
税
額
計
算
を

行
い
、
い
ず
れ
か
の
事
業
所
で
支
給
さ
れ
る
給
与

か
ら
特
別
徴
収
（
引
き
去
り
）
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
住
民
課
ま
た
は
三
重
県
総
務
部

税
収
確
保
課
０
５
９
（
２
２
４
）
２
１
３
３
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
人
権
講
演
会
の
開
催

人
権
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
11
月
17
日
（
日
）

時　

間
：
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

講　

師
：
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン
ド
さ
ん
（
タ
レ
ン

ト
・
司
会
者
・
京
都
外
国
語
大
学
教
授
）

テ
ー
マ
：
～
心
の
痛
み
の
わ
か
る
人
間
に
な
ろ
う
～

入　

場
：
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
10

月
15
日
（
火
）
か
ら
税
務
住
民
課
で
配
布

し
ま
す
。

町税などは、期限を守って必ず納めましょう。

■町 　 県 　 民 　 税（第３期）・・・10月31日（木）
～「口座振替・クレジットカード」による継続的なお支払いをご利用ください（要手続き）～

税務住民課（５８）８２０１

町税など納期のお知らせ

※
平
成
25
年
１
月
に
提
出
さ
れ
た
給
与
支
払
報
告
書

等
に
基
づ
き
指
定
予
告
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

実
際
に
特
別
徴
収
を
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
平
成

26
年
１
月
に
提
出
さ
れ
る
給
与
支
払
報
告
書
等
に

よ
り
町
で
計
算
を
行
い
、
税
額
が
発
生
し
た
場
合

と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
事
業
所
に
は
、
平
成
26

年
５
月
に
「
給
与
所
得
等
に
係
る
市
町
民
税
・
県

民
税
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書
」
を
町
か
ら

送
付
し
ま
す
。

※
指
定
予
告
通
知
書
は
、
他
市
町
で
特
別
徴
収
を
行

っ
て
い
る
事
業
所
に
も
送
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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日 内　容 講　師

第１回
10月31日（木）

●開講式
●自分の健康、家族の健康を守るには
　～自宅でできるミニ健康体操～

・健康運動指導士
　平岡　令孝さん

第２回
11月15日（金）

●生活習慣病にならないために
　～血管若返り大作戦～
●アンチエイジング！若返りエネルギー活性化ヨガ①

・玉城町保健師
・プラクティショナー
　やまじ　ゆみこさん

第３回
12月６日（金）

●女性のカラダとホルモンの関係
　～更年期を自分らしく過ごすために～
●アンチエイジング！若返りエネルギー活性化ヨガ②

・伊勢総合病院産婦人科医
　村松　はるみさん

・やまじ　ゆみこさん

第４回
平成26年
１月27日（月）

●女性のカラダのための『３B体操』
　～肩こり防止・尿失禁予防～
●アロマテラピーでリラックス

・日本３Ｂ体操インストラクター・
　看護師　荒木　幸子さん

・アロマセラピスト　竹内　ミチヨさん

第５回
２月17日（月）

●カラダが若返る食生活
　～食卓から健康を～
●アンチエイジング！若返りエネルギー活性化ヨガ③

・アクティブ野菜ソムリエ
　T.Little.Kitchenさん

・やまじ　ゆみこさん

第６回
３月７日（金）

●こころもカラダも元気アップ！
●アンチエイジング！若返りエネルギー活性化ヨガ④
●閉講式

・講師未定
・やまじ　ゆみこさん

インフルエンザ予防接種実施医療機関
（玉城町内：順不同）

医療機関 住所 電話番号

神戸クリニック 佐田500-1 （58）8499

久瀬医院 佐田1750 （58）3120

たまき玉川クリニック 玉川286-1 （58）1525

玉城病院 佐田881 （58）3039

中嶋医院 蚊野2148-8 （58）7067

なかむら耳鼻咽喉科 玉川653-1 （58）0550
※上記以外でも予防接種実施医療機関では、接種可能です。
　かかりつけ医とご相談ください。

■
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
お
よ
び

総
合
検
診
の
追
加
募
集

４
月
に
募
集
し
た
次
の
検
診
は
、
定
員
に
満
た
な

い
た
め
再
度
募
集
し
ま
す
。

乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

日
に
ち
：
11
月
2
日
（
土
）

場　
　

所
：
さ
く
ら
児
童
館
（
田
丸
小
学
校
敷
地
内
）

受
付
時
間
：
午
前
9
時
～
11
時

受
診
料
：
無
料

定　
　

員
：
30
名

総
合
検
診

日
に
ち
：
11
月
20
日
（
水
）

場　
　

所
：
保
健
福
祉
会
館

受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
11
時

午
後
１
時
～
２
時
30
分 

※
申
込
み
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
さ
れ

た
方
に
は
、
詳

し
い
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ

ン
対
象
の
方
も

受
診
で
き
ま
す
。

※
検
診
部
位
の
病

気
療
養
中
・
経

過
観
察
中
の
方
、

妊
娠
中
・
授
乳

中
の
方
は
、
受

診
を
控
え
て
く

だ
さ
い
。

保
健
事
業
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）８
０
０
０

■「
女
性
の
た
め
の
健
康
講
座
」受
講
者
を
募
集

輝
く
女
性
で
い
る
た
め
に
～
カ
ラ
ダ
と
こ
こ
ろ
の

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
！

対
象
者
：
40
歳
～
65
歳
ま
で
の
女
性
で
、
原
則
全

６
回
参
加
で
き
る
方

日
程
お
よ
び
内
容

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
受
付
は
、
10
月
１
日

（
火
）か
ら
開
始
し
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
実
施

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
：
10
月
15
日
（
火
）

～
平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

場　
　

所
：
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
（
表
）

対　
　

象
：
①
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
日
現
在
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎
臓

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人

①
②
の
ど
ち
ら
か
を
み
た
し
、
町
に
住
所
を
有
す

る
方
に
限
り
ま
す
。

料　
　

金
：
１
，
０
０
０
円
（
１
人
１
回
）

【
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種
】

生
活
保
護
の
方
で
対
象
の
①
②
ど
ち
ら
か
を
満
た

し
て
い
る
方
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

時
間
は
、
い
ず
れ
の
回
も
午
後
１
時
30
分
～
４
時
頃

場　
　

所
：
保
健
福
祉
会
館

定　
　

員
：
30
人

参
加
費
：
無
料

持
ち
物
：
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で
き

る
も
の
、
運
動
が
で
き
る
服
装

検診名 対象年齢 内容 料金

大腸がん 40歳以上 便潜血検査 300円

町国保特定
健康診査

40 歳以上の町国
保加入者 問診

身体計測
血圧
診察
検尿
血液検査

無料

協会けんぽ
健康診査

40歳以上の協会
けんぽ被扶養者 500円

30歳代
健康診査

30 歳代で健診を
受ける機会がな
い方

2,300円

年齢は平成26年３月31日現在
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■
バ
ラ
ン
ス
食
料
理
教
室

日
に
ち
：
10
月
17
日
（
木
）

時　

間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

内　

容
：
秋
の
行
楽
弁
当
を
作
ろ
う
！

対　

象
：
町
民

定　

員
：
20
人

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

参
加
費
：
３
０
０
円

締　

切
：
10
月
11
日
（
金
）

※
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

保
健
事
業
・
食
改
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）８
０
０
０

朝夕はめっきり涼しくなり、さわやかな秋の
季節を迎えました。いかがお過ごしでしょうか。

８月19日から２週間、東京大学の体験活動
プログラムに協力して、２年生の宮崎航一さん
（三重県出身）と寺澤峻之さん（東京都出身）を受
け入れました。（本紙面Ｐ２ピックアップ参照）
地方自治に強い関心を持っている二人は未
来志向型の玉城町を選んでくれました。
町内の福祉施設、企業見学、農業体験など、
机上ではできない体験をされ、関係者の皆様
とも交流を深められました。受入れに協力く
ださった皆様にお礼申し上げます
「学ぶべきことが多かった。」という感想も
語ってくれたお二人が、将来活躍されること
を期待しています。

今から約350年前、当時、田丸の一大産業
であり、参宮土産として最も人気のあった「擬
革紙」（和紙を皮革に似せた加工品）は昭和
10年頃に途絶えておりましたが、参宮ブラン
ド擬革紙の会の皆様の御努力により、約80
年ぶりに復元に成功しました。（本紙面Ｐ２
ピックアップ参照）正に夢のようであります。
鈴木知事は就任直後から大変関心を寄せて
頂き、海外への出張でも擬革紙の名刺入れを
随分宣伝してくれました。
今月28日、東京日本橋にオープンする「三
重テラス」首都圏営業拠点において先に指定
を受けた伊勢根付（森本節冶さん：元町）の作
品とともに擬革紙も今後紹介する予定です。
伝統を守り、育てていくことの大切さ、意
識の高まりを嬉しく思っております。

９月13日　町長室にて

■
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成

お
子
さ
ん
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受

け
た
場
合
は
、
そ
の
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

受　
　

付
：
10
月
１
日
（
火
）

～
平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）

助
成
額
：
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

申
請
場
所
：
保
健
福
祉
会
館

対　
　

象
：
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
満
１
歳
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
（
平
成

25
年
10
月
１
日
～
平
成
26
年
１
月
31
日

ま
で
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
受
け
た
方
）

申
請
時
必
要
な
も
の

申
請
書（
保
健
福
祉
会
館
に
あ
り
ま
す
）、
医
療
機

関
の
領
収
書
（
原
本
）、
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
、

振
込
先
の
分
か
る
も
の

■
65
歳
以
上
の
方
へ

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の
助
成

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
原
因
の
肺
炎
を
予
防
す
る

た
め
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
65
歳
以
上
の

人
に
対
し
、
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

者
：
接
種
を
受
け
た
日
に
お
い
て
、
玉
城

町
に
住
所
を
有
し
、
そ
の
接
種
が
被

用
者
保
険
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
等

保
険
適
用
外
で
左
記
の
ど
ち
ら
か
に

該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②
64
歳
以
下
で
慢
性
疾
患
・
慢
性
腎

不
全
・
糖
尿
病
・
脾
臓
摘
出
・
肝
臓

病
等
の
た
め
医
師
が
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
認
め

た
方

申
請
場
所
：
保
健
福
祉
会
館

助
成
額
・
回
数
：
２
，
０
０
０
円
（
生
涯
１
回
限
り
）

申
請
の
期
間
：
接
種
日
か
ら
６
カ
月
以
内

申
請
時
必
要
な
も
の

申
請
書
（
保
健
福
祉
会
館
に
あ
り
ま
す
）、
医
療

機
関
の
領
収
書
（
原
本
）、
印
鑑
、
振
込
先
の
分
か

る
も
の
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産
業
振
興
た
よ
り

産
業
振
興
課
（
５
８
）８
２
０
４

■
ア
ス
ピ
ア
玉
城
秋
ま
つ
り

日
に
ち
：
10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所
：
ア
ス
ピ
ア
玉
城

内　

容
：
◦
大
抽
選
会

◦
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

◦
餅
つ
き
・
餅
ま
き　
　
　
　

な
ど

※
大
抽
選
会
に
は
、
補
助
券
（
３
枚
で
１
回
抽
選
）

が
必
要
で
す
。
補
助
券
は
、弘
法
温
泉
へ
入
浴
（
無

料
券
を
除
く
）、
ア
グ
リ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
で

食
事
（
１
，
０
０
０
円
以
上
に
限
る
）、
城
（
グ
ス

ク
）
で
１
，
０
０
０
円
以
上
の
お
買
い
物
に
１
枚

配
布
し
て
い
ま
す
。

🅰
こ
れ
は
、
暗
証
番
号
が
必
要
で
あ
る
と
ま
ず
電

話
を
さ
せ
て
電
話
番
号
を
入
手
し
、
そ
の
電
話
へ

支
払
い
の
請
求
を
し
て
く
る
と
い
う
手
口
で
す
。

よ
く
知
ら
な
い
会
社
へ
は
、
安
易
に
電
話
を
か

け
た
り
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

も
し
請
求
さ
れ
て
も
あ
わ
て
て
お
金
を
支
払
わ

ず
に
、
消
費
者
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
電
話

０
５
９
‐
２
２
８
‐
２
２
１
２
）で
も
受
付
け
ま
す
。

〈18〉

🆀
高
校
生
の
息
子
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
無
料
動

画
を
見
る
た
め
の
暗
証
番
号
を
得
る
た
め
に

電
話
を
か
け
、
入
手
し
ま
し
た
。
サ
イ
ト
に

入
り
暗
証
番
号
を
入
力
し
た
と
こ
ろ
、
突
然

数
十
万
を
請
求
す
る
画
面
に
変
わ
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
ら
、
請
求
の
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
す
か
？

《
10
月
の
相
談
日（
専
門
員
）》

日
に
ち
：
10
月
7
・
21
・
28
日
（
月
）

時　

間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　

所
：
産
業
振
興
課

期間：９月１日（日）～平成26年２月28日（金）
三重の公共温泉14施設で温まりながら、温泉の達人を

目指そう！参加施設で入湯し、５個スタンプを集める度に
豪華賞品が抽選で当たる『ご当地賞』に応募できる！また
全施設入湯された方にもれなく「達人賞」をプレゼント！

対象施設等詳しくは、パンフレットでご確認ください。
パンフレットは、産業振興課ほかアスピア玉城で配布し
ています。

建
設
た
よ
り建

設
課
（
５
８
）８
２
０
５

■
道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
等
の
伐
採
の

　

お
願
い

私
有
地
か
ら
道
路
な
ど
に
張
り
出
し
て
い
る
枝
や

葉
は
土
地
所
有
者
に
所
有
権
が
あ
り
、
個
人
が
管
理

す
る
も
の
で
す
。

次
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
土
地
の
所
有
者
の

方
は
、
樹
木
の
伐
採
や
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
道
路
な
ど
へ
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
る

◦
枯
れ
木
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ
る
通
行
へ
の
障
害
が

あ
る
（
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
）

◦
竹
木
の
繁
茂
に
よ
り
通
行
に
支
障
が
あ
る
（
ま
た

は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
）

道
路
へ
の
倒
木
な
ど
が
原
因
で
、
通
行
中
の
歩
行

者
や
車
両
を
巻
き
込
む
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
倒
木

な
ど
で
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
の
皆
さ
ま
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、
事
前

に
伐
採
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
台
風
や
大
雨
な
ど
緊
急
の
場
合
は
、
道
路
通
行
の

さ
ま
た
げ
に
な
る
倒
木
や
枝
な
ど
を
、
予
告
な
く

道
路
管
理
者
に
お
い
て
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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教
育
委
員
会
た
よ
り

教
育
委
員
会
（
５
８
）８
２
１
２

掃
道
具
、
飲
み
物
な
ど
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
天
候
の
状
況
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
は
防
災
行

政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■「
田
丸
城
跡
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」参
加
者
募
集
中

お
城
広
場
周
辺
を
走
る
「
田
丸
城
跡
健
康
マ
ラ
ソ

ン
」
を
次
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

日
に
ち
：
12
月
15
日
（
日
）
雨
天
中
止

受　
　

付
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
（
お
城
広
場
）

種　
　

目
：
２
キ
ロ
の
部

（
小
学
３
年
生
以
上　

２
０
０
名
程
度
）

５
キ
ロ
の
部

（
中
学
生
以
上　

１
０
０
名
程
度
）

内　
　

容
：
午
前
９
時　

開
会
式
、
９
時
30
分
ス
タ

ー
ト

開
会
式
で
、
第
７
回
美
し
国
三
重
市
町

対
抗
駅
伝
玉
城
町
チ
ー
ム
結
団
式
を
行

い
ま
す
。

参
加
料
：
無
料

申
込
方
法
：
広
報
挟
み
込
み
の
申
込
書
を
教
育
委
員

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
第
７
回
美う

ま

し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
出
場

選
手
大
募
集
！

三
重
県
内
29
市
町
が
参
加
す
る
「
第
７
回
美
し
国

三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」
に
町
の
代
表
選
手
と
し
て
出

場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

日
に
ち
：
平
成
26
年
２
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト
、
雨
天
決
行

コ
ー
ス
：
三
重
県
庁
前
（
津
市
）
か
ら
県
営
総
合
競

技
場
【
陸
上
競
技
場
】（
伊
勢
市
）
ま
で

の
10
区
間　

４
２
．
１
９
５
㎞

主　

催
：
第
７
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
実
行

委
員
会

【
10
区
間
の
選
手
構
成
】

第
１
区　

小
学
生
女
子
５
・
６
年 

１
．
２
８
㎞

■
第
５
回　

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
、
思
い
っ
き
り
プ
レ
ー
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
：
11
月
30
日
（
土
）

場　
　

所
：
伊
勢
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

電
話
（
５
８
）
４
１
４
１

参
加
費
：
３
，
０
０
０
円

募
集
定
員
：
１
５
０
名
（
定
員
と
な
り
次
第
締
切
）

締
切
日
：
10
月
31
日
（
木
）

参
加
資
格
：
町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
お
よ
び
町
内

出
身
者

申
込
先
：
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
５
８
）７
５
８
８

で
①
住
所
②
氏
名
③
連
絡
先
（
電
話
番

号
）
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
：
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
事
務
局
（
０
９
０
‐

７
３
０
７
‐
０
５
９
２　

内
山
）
へ
。

■
み
ん
な
集
ま
れ
！
「
田
丸
城
跡
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
参
加
者
募
集
中
‼

町
の
シ
ン
ボ
ル
「
田
丸
城
跡
」
を
み
ん
な
の
力
で

き
れ
い
に
す
る
た
め
、
秋
の
田
丸
城
跡
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ふ
る
さ
と
の
歴
史

文
化
遺
産
「
田
丸
城
跡
」
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
友
達
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
10
月
27
日
（
日
）

受　
　

付
：
午
前
７
時
30
分
か
ら

清
掃
時
間
：
午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度
（
10
時
を

め
ど
に
流
れ
解
散
。）

受
付
場
所
：
お
城
広
場
（
芝
生
公
園
）

清
掃
場
所
：
田
丸
城
跡
内
（
当
日
受
付
で
ご
案
内
し

ま
す
）

※
清
掃
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
清

第
２
区　

小
学
生
男
子
５
・
６
年 

１
．
８
５
㎞

第
３
区　

中
学
生
女
子 

３
．
７
６
㎞

第
４
区　

中
学
生
男
子 

５
．
６
５
㎞

第
５
区　

40
歳
以
上
男
子
（
※
１
） 

４
．
６
０
㎞

第
６
区　

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
（
※
２
） 

６
．
３
６
㎞

第
７
区　

一
般
女
子
（
※
３
） 

２
．
８
９
㎞ 

第
８
区　

20
歳
以
上
女
子
（
※
４
） 

３
．
４
３
㎞

第
９
区　

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
（
※
２
） 

５
．
９
５
㎞ 

第
10
区　

20
歳
以
上
男
子
（
※
４
） 

６
．
４
２
５
㎞

【
今
回
の
募
集
区
間
・
人
数
】

第
５
区
か
ら
第
10
区
ま
で
の
各
区
間
２
名
。

（
選
手
１
名
・
補
欠
１
名
）

【
出
場
資
格
】

▪
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
、
当

日
大
会
へ
の
参
加
が
で
き
る
方
。

▪
小
・
中
学
生
の
募
集･

選
考
は
別
途
行
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
在
住
で
町
外
の
学
校
へ
通
わ
れ
て
い

る
小
・
中
学
生
が
、
出
場
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

詳
細
を
教
育
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▪
申
込
多
数
の
場
合
は
、
予
選
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

（
※
１
）40
歳
以
上
男
子
と
は
、
昭
和
49
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
男
性
の
方
。

（
※
２
）ジ
ュ
ニ
ア
と
は
、
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

（
※
３
）一
般
女
子
と
は
、
平
成
13
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
女
性
の
方
。

（
※
４
）20
歳
以
上
と
は
、
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
。

【
申
込
締
切
】

10
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
際
、
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
生
年
月
日
・

住
所
・
電
話
番
号
を
お
願
い
し
ま
す
。）
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■
赤
い
羽
根　

共
同
募
金
運
動

　

～
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
～

今
年
も
、
全
国
一
斉
に
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

10
月
１
日
は
、
田
丸
駅
、
町
内
ス
ー
パ
ー
等
で
街

頭
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
の
約
70
％
が
玉
城
町
に

配
分
さ
れ
、
町
内
の
福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
５
８
）６
９
１
５

教
育
委
員
会
（
５
８
）８
２
１
２

総
務
課
（
５
８
）８
２
０
０

玉
城
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

社
協
た
よ
り

■
玉
城
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
に
ち
：
11
月
９
日
（
土
）

時　

間
：
午
後
３
時
～

場　

所
：
玉
城
町
中
央
公
民
館

出　

演
：nobodyknow

s+

、
Ｃ
．
Ｂ
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ

（
以
上
屋
内
）、
玉
丸
城
太
鼓
、
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ　

Ｕ
ｐ　

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ　

Ｂ
ａ

ｎ
ｄ（
大
阪
市
）、Ｕ
．
Ｋ
ア
ラ
モ
ー
ド（
津

市
）、
お
と（
鈴
鹿
市
）、
ブ
ラ
ッ
ク
テ
イ

ル（
伊
勢
市
）、
田
丸
嬢（
玉
城
町
）

入
場
料
：（
屋
内
ラ
イ
ブ
に
は
入
場
券
が
必
要
で
す
。）

前
売
３
，０
０
０
円（
税
込
）カ
レ
ー
付
き
、

全
席
立
見
。
チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
に
て
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

http://eplus.jp

（
イ
ー
プ
ラ
ス
）

そ
の
他
：
玉
城
カ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動
！　

町
内
の
カ
レ
ー
の
食
べ
歩
き
が
で
き
る
⁉

玉
城
カ
レ
ー
祭
の
開
催
、
物
産
展
な
ど

〈
町
の
乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
方
は
当
日

１
，
０
０
０
円
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
〉

当
日
、
検
診
の
結
果
票
、
も
し
く
は
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

nobodyknow
s+

メ
ン
バ
ー
：D

J M
ITSU

、Crystal Boy

、
ヤ
ス
一

番
？
、
ち
び
ま
る
お
、
ノ
リ
・
ダ
・
フ

ァ
ン
キ
ー
シ
ビ
レ
サ
ス 

名
古
屋
在
住
、ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
。

１
ｓ
ｔ
フ
ル
ア
ル
バ
ム
『Do You Know

?

』

が
オ
リ
コ
ン
チ
ャ
ー
ト
初
登
場
よ
り
２

週
連
続
1
位
、
80
万
枚
を
超
え
る
大
ヒ

ッ
ト
、
２
０
０
４
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合

戦
出
場
。

offi
cialHP

：w
w

w
.sigm

a-sounds-studio.jp

■〝
街
コ
ン
〟パ
ー
テ
ィ
開
催
の
お
知
ら
せ

日
に
ち
：
11
月
９
日
（
土
）

時　
　

間
：
午
後
１
時
～

場　
　

所
：
ア
ス
ピ
ア
玉
城
ふ
る
さ
と
味
工
房

内　
　

容
：
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
、
中
間
投
票
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
づ
く
り
体
験
、フ
リ
ー
ト
ー
ク
、

最
終
投
票
、
Ｔ
Ｍ
Ｍ
フ
ェ
ス
チ
ケ
ッ
ト

付
き

募
集
要
項
：
独
身
で
町
内
在
住
、
在
勤
、
将
来
玉
城

町
に
住
ん
で
も
よ
い
と
思
う
方
、
20
歳

か
ら
50
歳
ぐ
ら
い
ま
で
（
申
込
み
多
数

の
場
合
、
抽
選
）

参
加
費
用
：
男
性
５
千
円
、
女
性
３
千
円
（
Ｔ
Ｍ
Ｍ

フ
ェ
ス
チ
ケ
ッ
ト
付
き
）

期　
　

限
：
11
月
５
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

お
申
込
み
：
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
任
意
で
す
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
５
８
）
４
４
９
４

メ
ー
ル
：tam

aki.m
usic.m

onster@
gm

ail.com

福
祉
事
業
等
を
通
し
て
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど

も
た
ち
へ
様
々
な
形
で
還
元
さ
れ
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
窓
口
で
の
受
け
付
け
は
、
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
。

問
合
せ
先
：
共
同
募
金
玉
城
町
支
会
（
玉
城
町
社
会

福
祉
協
議
会
）

電
話
（
５
８
）
６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
に
ち
：
10
月
10
日
（
木
）・
20
日
（
日
）・
30
日
（
水
）

時　

間
：
午
後
１
時
～
３
時

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

相
談
員
：
民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
人
権

擁
護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

日
に
ち
：
10
月
９
日
（
水
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

内　

容
：
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ジ
ャ
ン
先
生
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ

ー
テ
ィ
★

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

日
に
ち
：
10
月
17
日
（
木
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

対　

象
：
０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
に
ち
：
10
月
２
日
・
16
日
（
水
）

場　

所
：
さ
く
ら
児
童
館

日
に
ち
：
10
月
９
日
・
23
日
（
水
）

場　

所
：
梅
が
お
か
児
童
館

時　

間
：
午
後
３
時
30
分
～
４
時

10月３日（木）	 午前中（田丸保育所・有田保育所）
10月23日（水）	 午前中（外城田保育所･下外城田保育所)

◦田 丸：（58）3077
◦外 城 田：（58）3925
◦有 田：（58）4411
◦下外城田：（58）4932

10月の園庭開放 ※お問合せは、
それぞれの保育所へお願いします。

町立保育所
園庭開放の
ご 案 内

10月の園庭開放
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■
全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

防
犯
意
識
の
向
上
を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
地
域
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

期　
　

間
：
10
月
11
日
（
金
）
～
20
日
（
日
）

実
施
重
点

◦
空
き
巣
を
は
じ
め
と
す
る
住
宅
対
象
犯
罪
の
被
害

防
止

◦
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

◦
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
被
害

の
防
止

※
期
間
中
、
10
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
の
ま
ち
フ
ェ

ス
タ
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

警
察
官
な
ど
を
騙
る
振
り
込
め
詐
欺
が
全
国
的
に

多
発
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
警
察
署
管
内
で
も
同
様
の
事
案
が
多
数
発
生

■
第
１
回
た
ま
ス
ポ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
に
ち
：
11
月
16
日(

土
）

受　
　

付
：
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　

開
会
式
午
前
９
時
～

会　
　

場
：
中
央
公
民
館
体
育
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
：
た
ま
ス
ポ
ク
ラ
ブ
会
員
お
よ
び
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
者
で
中
学
生
以
上

参
加
費
：
会
員　

５
０
０
円

そ
の
他
の
人　

１
０
０
０
円

当
日
集
金
（
保
険
代
金
含
む
）

全
員
に
昼
食
（
軽
食
）
を
用
意
し
ま
す
。

申
込
方
法
：
た
ま
ス
ポ
ク
ラ
ブ
発
行
の
申
込
み
用
紙

を
た
ま
ス
ポ
事
務
局
へ
提
出
。

申
込
み
用
紙
は
、
中
央
公
民
館
内
た
ま

ス
ポ
事
務
局
に
も
有
り
ま
す
。

申
込
締
切
：
11
月
9
日(

土) 

そ
の
他
：
参
加
賞
、
上
位
入
賞
者
に
は
賞
品
あ
り
。

詳
し
く
は
、
た
ま
ス
ポ
ク
ラ
ブ
発
行
の

申
込
み
用
紙
で
。

問
合
せ
：
中
央
公
民
館
内
た
ま
ス
ポ
事
務
局

火
・
木
・
土
曜
日
の
午
前
中

電
話
０
５
９
６
（
５
８
）
６
５
５
５

ま
た
は
０
５
９
６
（
５
８
）
６
３
３
１

（
中
央
公
民
館
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

玉
城
碁
会
会
員
募
集

伊
勢
警
察
署
た
よ
り

市
民
公
開
講
座「
骨
と
関
節
の
日
」

伊
勢
警
察
署
（
２
０
）０
１
１
０

『
た
ま
ス
ポ
』お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト

■
三
重
県
「
整
形
外
科
」
イ
ベ
ン
ト

日
に
ち
：
10
月
19
日
（
土
）

時　
　

間
：
午
後
０
時
30
分
～
4
時

場　
　

所
：
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
い
せ
ト
ピ
ア
」
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
　

容

◦
骨
密
度
測
定
・
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｘ
（
骨
折
リ
ス
ク
評
価
ツ

ー
ル
）（
午
後
０
時
30
分
～
２
時
）

◦
特
別
講
演
「
膝
の
痛
み
と
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」（
午
後
２
時
～
３
時
）

座
長　

県
立
志
摩
病
院　

副
院
長　

田
島　

正
稔

演
者　

市
立
伊
勢
総
合
病
院　

副
院
長　

原　

隆
久

◦
健
康
相
談
（
午
後
３
時
～
４
時
）

参
加
費
：
無
料

お
問
合
せ
：
伊
勢
赤
十
字
病
院　

整
形
外
科

電
話
（
２
８
）２
１
７
１

市
立
伊
勢
総
合
病
院　

整
形
外
科

電
話
（
２
３
）５
１
１
１

県
立
志
摩
病
院　

整
形
外
科

電
話　

０
５
９
９（
４
３
）０
５
０
１

日
に
ち
：
10
月
24
日
（
木
）

受　

付
：
午
後
1
時
～
3
時

場　

所
：
県
伊
勢
庁
舎
（
相
談
室
１
）

内　

容
：
精
神
科
医
・
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談

※
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

伊
勢
保
健
所
地
域
保
健
課
（
２
７
）５
１
４
８

中
央
公
民
館
（
５
８
）６
３
３
１

じ
め
伊
勢
保
健
所　

地
域
保
健
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

文
化
協
会
で
は
、
玉
城
碁
会
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
囲
碁
を
打
て
る
方
だ
け
で
な
く
囲
碁
を
覚
え

た
い
方
、
小
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
気
軽
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。。

開
催
日
：
毎
週
土
曜
日

場　
　

所
：
中
央
公
民
館

時　
　

間
：
午
前
９
時
～
正
午

お
問
合
せ
：
玉
城
碁
会
・
髙
田
元
弘
氏　

電
話　

０
５
９
６
（
５
８
）
４
３
７
０

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
食
品
を
送
り
付
け
た
り
、
電
話
で
強

要
し
た
り
す
る
悪
質
商
法
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
時
に
は
、
迷

わ
ず
警
察
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
拳
銃
１
１
０
番
報
奨
制
度

実
名
・
匿
名
を
問
わ
ず
、
地
域
住
民
の
情
報
に
よ

り
銃
器
等
が
押
収
さ
れ
、
か
つ
、
被
疑
者
が
検
挙
さ

れ
た
と
き
、
状
況
に
応
じ
て
報
奨
金
が
支
払
わ
れ
る

制
度
で
す
。

●
知
り
合
い
の
男
が
拳
銃
を
持
っ
て
い
る

●
近
所
に
あ
や
し
い
拳
銃
マ
ニ
ア
が
い
る　

な
ど

０フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
━
１ジ

ュ
ウ０

━
３ミ

ナ

ナ

シ

７
７
４
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
勢
で
は
、
障
が
い
者
の
雇
用
を

検
討
さ
れ
て
い
る
企
業
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録

済
で
就
職
活
動
中
の
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
障
が

い
者
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

企
業
と
障
が
い
者
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
を
作
り
、

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
に
ち
：
10
月
11
日
（
金
）

時　

間
：
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所
：
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

い
せ
ト
ピ
ア

（
伊
勢
市
黒
瀬
町
５
６
２
‐
１
２
）

電
話　

０
５
９
６
（
２
１
）
０
９
０
０

持
ち
物
：
履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所
（
２
７
）８
６
０
９

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
勢

障
が
い
者
就
職
面
接
会
開
催
の
ご
案
内

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

日
に
ち
：
10
月
27
日
（
日
）

時　
　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
　

所
：
伊
勢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
い
せ
ト
ピ
ア
）

２
階

伊
勢
市
黒
瀬
町
５
６
２
番
地
１
２

電
話　

０
５
９
６
（
２
１
）
０
９
０
０

相
談
内
容
：
◦
相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
不
動
産

登
記
全
般

◦
会
社
の
設
立
・
増
資
・
役
員
の
変
更

な
ど
の
商
業
登
記
全
般

◦
自
己
破
産
・
調
停
・
個
人
再
生
手
続
、

法
律
扶
助
の
方
法

◦
訴
え
、
そ
の
他
裁
判
所
提
出
書
類
作

成
等
、
町
民
の
方
々
が
抱
え
て
い
る

身
近
な
問
題
。

そ
の
他
：
無
料　

予
約
不
要　

先
着
順

連
絡
先
：
三
重
県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部

上
田
郁
雄
０
５
９
６（
２
８
）２
８
３
５

木
本
弘
志
０
５
９
６（
７
２
）０
１
８
１

■「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」講
習
会
参
加
者
募
集

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み
を

ス
テ
キ
な
堆
肥
に
!!

日
に
ち
：
10
月
26
日
（
土
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
：
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

〒
５
１
５
‐
０
５
０
５　

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

持
ち
物
：
蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋

深
さ
＝
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

定　

員
：
30
名
（
１
家
族
１
名
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
み
：
10
月
８
日
（
火
）
か
ら
受
付
開
始

■
第
21
回
環
境
学
習
会
参
加
者
募
集

　
「
食
べ
物
の
ム
ダ
を
な
く
そ
う
！
」

食
品
廃
棄
物
の
半
分
以
上
が
家
庭
か
ら
出
て
い
ま

す
。こ

の
課
題
に
つ
い
て
、み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
に
ち
：
11
月
９
日
（
土
）

時　

間
：
午
後
１
時
30
分
～

場　

所
：
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講　

師
：
東
海
農
政
局
津
地
域
セ
ン
タ
ー

消
費
・
安
全
グ
ル
ー
プ

総
括
農
畜
産
安
全
管
理
官　

中
山　

昇
氏

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　

電
話

（
３
８
）
２
８
０
０
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア
開
催

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
体
験
お
よ
び
展
示
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
販
売
な
ど
、
楽
し
い
催
し
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ま
の
出
店
を
お
待
ち
し
て
い

リ
サ
イ
ク
ル
た
よ
り

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
３
８
）２
８
０
０

介
護
職
員（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

初
任
者
研
修
の
受
講
生
募
集

離
職
者
等
を
対
象
に
、
就
労
支
援
と
福
祉
人
材
の

確
保
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
：
11
月
13
日（
水
）～
平
成
26
年
１
月
24
日（
金
）

受
講
場
所
：
三
重
県
社
会
福
祉
会
館（
津
市
桜
橋
）ほ
か

応
募
要
件
：
三
重
県
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
65
歳

未
満
の
方

募
集
定
員
：
40
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

募
集
期
間
：
10
月
１
日（
火
）
～
29
日（
火
）（
必
着
）

受
講
料
：
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
一
部

自
己
負
担
有
り
）

問
合
せ
先
：
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

電
話　

０
５
９
（
２
２
７
）
５
１
６
０

ま
す
。

日
に
ち
：
11
月
30
日
（
土
）

時　

間
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

場　

所
：
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

申
込
み
：
10
月
１
日
（
火
）
か
ら
受
付
開
始

出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
往
復
は
が
き

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
主
な
出
品
名
を
ご
記
入
の
上
10
月
23

日
（
水
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
消
印
有
効
）

※
１
家
族
１
枚
の
応
募
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
電
話
で
の
申
込
み
は
受
付
け
し
ま
せ
ん
。

（
往
復
は
が
き
の
み
可
）

※
営
利
目
的
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
は
、
〒
５
１
５
‐
０
５
０
５

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

運
営
委
員
会
事
務
局　

電
話
（
３
８
）
２
８
０
０
へ

お
願
い
し
ま
す
。

（平成25年８月31日現在）

人のうごき ◦人口　15,616人（＋22人）
　【うち日本人　15,400人（18人）】

◦男　7,564人（＋７人） ◦女　8,052人（＋15人）
　【うち日本人7,542人（＋７人）】	 　【うち日本人7,858人（＋11人）】

◦世帯数　5,548世帯（＋12世帯）
　【うち日本人世帯　5,360世帯（＋８世帯）】
　（　）は８月１日以降の増減
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津
地
方
法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
次
の
と
お
り
津
地
方
法
務
局
職
員
、
公
証
人
等

に
よ
る
法
務
局
休
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
10
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で

場　
　

所
：
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
勢
ラ
ラ
パ
ー
ク

（
は
あ
と
広
場
）

相
談
内
容
：
登
記
（
売
買
、
相
続
、
土
地
境
界
、
建

物
新
築
、
会
社
設
立
な
ど
）

戸
籍
・
国
籍
（
婚
姻
、
養
子
縁
組
、
国

籍
に
係
る
相
談
な
ど
）

供
託
（
地
代
ト
ラ
ブ
ル
、
家
賃
ト
ラ
ブ

ル
、
給
料
の
差
押
な
ど
）

人
権
（
近
隣
関
係
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ

■
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
講
習
会

三
重
建
労
伊
勢
支
部
で
は
、
三
重
県
労
働
基
準
局

の
指
定
教
習
機
関
と
し
て
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
く
「
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者
講
習
」
を
次
の

よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

つ
り
足
場
、
張
出
足
場
、
高
さ
5
ｍ
以
上
の
構
造

図書館だより図書館だより
～新着図書のお知らせ～

玉城町図書館 （58）8212

すがすがしい秋空の下、体を動かすのが心
地よい季節となり、知らず知らず朝晩の散歩
の足も延びそうです。秋の散歩を楽しんでい
らっしゃいますか。

玉城町図書館では、旬の本・話題の本を取
り揃え、皆さんのご来館をお待ちしています。
どうぞご利用ください。なお、新規でご利用
の方は図書カードの登録が必要です。

（身分証明書をご持参ください）

●購入図書
湊かなえ「高校入試」、相場英雄「共震」、
真梨幸子「鸚鵡楼の惨劇」、佐伯泰英「新・
古着屋総兵衛第六巻」、桜木紫乃「誰もいな
い夜に咲く」、山本むつみ「八重の桜３」
実　用
塚田薫他「日本国憲法を口語訳してみたら」、
大河原美以「ちゃんと泣ける子に育てよう」、
朝日新聞社編「今すぐ受けたい授業」、関根
眞一「なぜ、あの教師は、保護者を怒らせる
のか」、飛田和緒「主菜」、林真理子「野心の
すすめ」、明橋大二「見逃さないで！子ども
の心のＳＯＳ」
児童書
原ゆたか「かいけつゾロリなぞのスパイと
100 本のバラ」、成田サトコ「らくだい魔女
シリーズ 6巻らくだい魔女と水の国の王女」、
石井睦美「七月七日はまほうの夜」、はやみ
ねかおる「都会のトム＆ソーヤ 11上・下」
絵　本
ひろかわさえこ「あめぽったん」、林明子「こ
んとあき」、つちだよしはる「うたえほん 3」、
五味太郎「あいうえおばけだぞ」、長新太「な
にをたべたかわかる？」
紙芝居
和歌山静子「みみをすませて」、イチンノ
ロブ・ガンバートル「ゾウとネズミ」

この他、課題図書など多数揃えました。
ぜひご利用ください。

読みたい本のリクエストがありましたら下
記へお願いします。（予算、内容に照らし、
購入を検討させていただきます。）

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

県
建
設
労
働
組
合
た
よ
り

県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
（
２
３
）５
５
３
５

バ
シ
ー
問
題
な
ど
）

公
正
証
書
（
遺
言
、
成
年
後
見
な
ど
）

そ
の
他
：
※
予
約
不
要　

無
料

※
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先
：
津
地
方
法
務
局
伊
勢
支
局

電
話　

０
５
９
６
（
２
８
）
６
１
５
８

津
地
方
法
務
局
総
務
課

電
話　

０
５
９
２
（
２
８
）
４
１
９
１

の
足
場
を
組
立
て
、
解
体
、
変
更
の
作
業
を
行
う
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

日
に
ち
：
11
月
11
日
（
月
）
～
12
日
（
火
）

場　
　

所
：
三
重
建
労
伊
勢
支
部
第
二
会
館

受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定　
　

員
：
40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

受
講
資
格
：
21
歳
以
上
（
足
場
の
組
立
、
解
体
等
の

作
業
に
３
年
以
上
従
事
し
た
方
）

申
込
時
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
受
講
料
・
写
真
２
枚（
２
・
５
㎝
×
３
・
５
㎝
）

問
合
せ
先
：
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部

（
伊
勢
市
一
之
木
４
丁
目
６
４
４
‐
３
）
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 子育て 
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備考

10月７日(月） ぴよぴよ
サロン 10：30～11：30 保健福祉会館 「赤ちゃんの寝ることについて」

わらべうたあそび、絵本
生後２カ月～６カ
月のお子さん ―

10月16日（水） はいはい
サロン 10：30～11：30 保健福祉会館 「離乳食とアレルギーについて」

わらべうたあそび、絵本
７カ月～ 11 カ月
のお子さん ―

10月21日（月） 1 歳のひろば 10：30～11：30 保健福祉会館 バルーンであそぼう 1 歳のお子さん ―

10月25日（金） ２歳児のお子さん
集まれー！ 10：30～11：30 保健福祉会館 身体を使ってあそぼう 2 歳・3 歳のお子

さん ー

毎週月曜日
　～金曜日

子育て支援
タイム

「にこにこ」
10：00～15：00 保健福祉会館

（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊びながら、親
子、親同士が楽しくふれあう場です。
また子育ての不安や悩みの相談にも応
じます。

子育て中の親子
（おじいちゃん・
おばあちゃんも
大歓迎）

―

第１金曜日
「すくすく測定日」
身体計測ができ
ます。

 保健（母子） 
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備考

10月９日（水） 3 歳児
健康診査

12：50～13：20
（受付時間） 保健福祉会館 小児科健診・歯科健診・検尿

身体計測・問診など

H22.4.1～H22.5.31
生まれのお子さん
前回未受診のお子さん

―
該当児には
個人通知し
ます。

10月10日（木） 子ども相談 10：00～17：00
（受付時間） 保健福祉会館 臨床心理士による育児相談・

必要に応じて発達検査等
乳幼児・小中学生の
お子さんと保護者 要 １人１時間

程度です。

10月10日（木）
31日（木） 乳幼児相談

10日
10：00～11：30

31日
10：00～11：30
13：30～14：30

保健福祉会館

身体計測・離乳食や子育て全般
に関する相談
助産師のおっぱい相談（31日
のみ）

生後 2 カ月～未
就園のお子さん ―

おっぱい相談
の み 予 約 が
必要。

10月10日（木） ７カ月児相談 13：00～13：15
(受付時間） 保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会さん
の絵本の読み聞かせ・身体計測・
問診・離乳食の相談・育児相談

H25.2.16～H25.3.15
生まれのお子さん
前回未受診のお子さん

―
該当児には
個人通知し
ます。

10月23日（水） 離乳食教室
（初期・中期） 10：20～11：30 保健福祉会館 離乳食についての講話と試食 7カ月までのお子

さん 要

 保健（成人） 
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 料金

10月２日（水） 健康相談 9：30～10：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に関する
相談 40歳以上の方 ― 無料

10月８日（火）
30日（水） 健診後健康相談 ８日13：30～15：30

30日 9：30～11：30 保健福祉会館 健診の結果説明
血圧測定、検尿（希望者）

人間ドック・特定健康
診査を受診した方 要 無料

　　Ｈ26年
５月～３月 乳がん検診 医療機関の

実施時間内 玉城病院

<30～64歳> (水)・第1.2（土）
マンモグラフィ・超音波・視触診
<65歳～> (月)(火)(木)(金)
マンモグラフィ・視触診

30歳以上の女性 ① 無料（※）

６月～12月

胃がん検診 医療機関の
実施時間内

久瀬医院・玉城病院・
たまき玉川クリニック・

中嶋医院
胃カメラ・バリウムの選択 40歳以上の方 要 2,700円

大腸がん検診 医療機関の
実施時間内

神戸クリニック・
久瀬医院・玉城病院・
たまき玉川クリニック・

中嶋医院

便潜血検査（２日法） 40歳以上の方 ② 200円（※）

肺がん検診 医療機関の
実施時間内

久瀬医院・玉城病院・
たまき玉川クリニック・

中嶋医院
胸部レントゲン検査 40歳以上の方 ③ 400円

子宮頸がん検診 医療機関の
実施時間内 伊勢市内医療機関 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性 ④ 1,400円（※）

①申込書を玉城病院へＦＡＸ・郵送または持参。申込書は、玉城病院・生活福祉課・保健福祉会館にあります。
②中嶋医院のみ要予約　　③玉城病院以外要予約　　④生活福祉課で発行する受診券（もしくはクーポン券）が必要

（※）がん検診推進事業（クーポン券での無料検診）も実施しています。対象の方には５月下旬にクーポン券を発送済です。

■ 子育て支援＆保健事業カレンダー■ 保健福祉会館（58）8000

《ふるさと応援寄附金（8 ／１～ 8 ／ 31）》
西部 真太郎様・井口 太郎様・上能 喜久治様・田窪 正夫様・笹邊 怜様・勝田 真衣様・村山 明夫様・森脇　宏文様・
荒木 立成様・長江 俊英様・瀬尾 和宏様・子安 信寛様・中西 俊雄様・黒河 真也様・三上 陽子様
ほか65名の方から、総額852,000円のご寄附をいただきました。

※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。※「ふるさと応援寄附金」については町ホームページで紹介しています。
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度会郡玉城町勝田4016-3（旧勘兵衛茶屋）

0596-58-9375
営業時間 9：30～18：00

10月イベント情報
10月27日（日）10：00～

☆城ギャラリー☆
中居克利・山根正好 写真展

毎月第４日曜日は、楽しいイベント盛りだくさん！

『グスクの殿様市』
　“山の幸・海の幸勢揃い”

TEL・FAX
※この販売処は国の緊急雇用創出事業および
　三重県南部地域活性化基金を活用しています。

期 間：９月16日（月・祝) ～１０月１５日(火)
※ 出品者・ギャラリー利用者を募集中！　

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）
８
０
０
０

ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
子
育
て

中
の
み
な
さ
ま
、
夏
の
疲
れ
が
で
て
体
調
を
崩

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
思

い
の
他
、
身
体
に
き
く
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

自
分
の
身
体
を
労
わ
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

８
月
６
日
、
三
重
県
知
事
を
お
迎
え
し
て

「
み
え
の
現
場
・
す
ご
い
や
ん
か
ト
ー
ク
」
が

玉
城
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
（
ノ
ー
バ
デ

ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
）
を
受
講
し
た
お
母
さ

ん
た
ち
５
人
と
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

町
職
員
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
知
事
は
昨
年

玉
城
町
に
い
ら
し
た
と
き
に
も
Ｎ
Ｐ
の
話
を
聞

い
て
い
ら
し
て
、
ち
ょ
う
ど
ご
自
分
に
も
赤
ち

ゃ
ん
が
授
か
っ
た
時
期
と
重
な
り
、
た
い
へ
ん

興
味
を
持
た
れ
た
よ
う
で
し
た
。
知
事
も
町
長

も
子
育
て
支
援
に
は
理
解
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
子
育
て
に
何
が
必
要
か
、
県
や
町
で
で
き
る

支
援
は
何
か
、
と
て
も
熱
心
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
た
ち
は
自
分
た
ち

の
子
育
て
の
体
験
を
率
直
に
自
分
の
言
葉
で
一

生
懸
命
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
知
事
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
ぶ
り
は
な
か
な
か
の
も
の
で
、
す

ぐ
に
場
は
和
や
か
な
も
の
に
な
り
、
知
事
の
お

人
柄
が
垣
間
見
え
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
た
ち
の
声
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。「
Ｎ
Ｐ
に
参
加
し
た
こ
と
で
仲
間
が

で
き
、
他
人
に
も
積
極
的
に
話
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
お
互
い
の
連
絡
先
を
知
っ
て
い
る
だ
け

で
安
心
す
る
な
ど
、
今
で
も
Ｎ
Ｐ
効
果
が
続
い

て
い
る
。
自
分
の
話
を
育
児
仲
間
に
聞
い
て
も

ら
え
る
こ
と
で
、
自
信
に
つ
な
が
る
。」「
託
児

が
あ
る
の
で
安
心
し
て
参
加
で
き
る
。」「
自
分

の
気
付
か
な
い
う
ち
に
で
き
て
い
た
ス
ト
レ
ス

に
気
づ
き
、
解
消
で
き
た
。
ス
ト
レ
ス
が
解
消

さ
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
優
し
く
向
き
合
え

る
。」
な
ど
で
す
。
ま
た
現
場
で
お
母
さ
ん
た

ち
に
関
わ
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
こ
れ
か
ら

は
こ
の
Ｎ
Ｐ
が
必
要
だ
と
声
を
上
げ
た
時
、
町

が
す
ぐ
に
体
制
を
含
め
理
解
を
示
し
て
実
現
で

き
た
こ
と
、
ま
た
継
続
し
て
進
め
て
い
け
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
町
が
こ

の
Ｎ
Ｐ
講
座
を
継
続
的
に
開
催
し
て
い
る
の
は

玉
城
町
だ
け
で
す
。

Ｎ
Ｐ
に
意
欲
的
に
参
加
し
て
く
れ
る
参
加
者

の
み
な
さ
ん
と
、
託
児
で
支
え
て
く
れ
る
子
育

て
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
、
そ
し
て
町
が
力
を
合
わ

せ
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
心
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。
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三
十
六
〈
農
民
考
案
の
促
成
栽
培

役
人
の
潰
し
に
遇
う
〉

い
ま
か
ら
時
代
を
逆
上
る
こ
と
、
百
七
十
年
前
の
天
保

時
代
、
な
か
な
か
百
姓
も
目
敏
い
。
田
畑
の
耕
作
で
自
活

し
て
い
る
か
ら
に
は
、
頭
脳
を
使
っ
て
生
産
の
効
率
を
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、新
し
い
農
具
・

肥
料
が
是
非
必
要
で
あ
る
。
流
通
商
品
を
栽
培
し
、
貨
幣

を
入
手
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
生
活
が
豊
か
に
な
る
。
需
要

に
応
え
て
供
給
す
れ
ば
、
自
ず
か
ら
、
生
活
の
向
上
は
期

待
で
き
る
。

国
に
よ
っ
て
は
、
治
世
上
、
地
域
の
特
産
物
生
産
の
重

要
性
を
認
識
し
、
奨
励
し
庶
民
の
生
活
安
定
を
図
っ
て
い

る
、
こ
の
地
方
も
、
是
非
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。確
か
に
経
済
繁
栄
へ
の
原
則
を
摑
ん
だ
う
え
で
の
、

村
々
で
の
百
姓
の
動
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
政
治
を
担
当
す
る
役
人
は
百
姓
の
生
活
を
顧

慮
す
る
筈
は
な
か
っ
た
。

世
の
貨
幣
経
済
の
実
情
を
摑
ん
で
、
一
つ
の
危
惧
感
を

持
っ
て
い
た
。

こ
の
時
代
は
、
上
方
で
は
、
既
に
町
人
を
中
心
と
す
る

経
済
活
動
が
全
盛
期
に
入
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
貨
幣

経
済
で
主
流
と
な
っ
て
世
の
中
を
動
か
し
て
い
た
の
は
、

町
人
で
あ
っ
た
。
商
品
の
流
通
上
の
実
権
を
握
っ
た
商
人

は
、
役
人
と
結
託
し
、
益
々
巨
大
な
力
で
、
世
の
中
を
動

か
す
渦
と
も
な
っ
た
。

あ
の
有
名
な
大
塩
騒
動
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
大
坂
中
心
部

の
商
店
街
で
あ
っ
た
の
も
、
大
商
人
へ
の
報
い
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

既
に
商
人
の
手
中
に
経
済
は
あ
る
。
こ
の
上
、
農
民
が

割
り
込
ん
で
、経
済
の
権
力
を
脅
か
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
、

紀
伊
徳
川
家
の
財
政
を
支
え
て
い
る
自
給
自
足
体
制
が
揺

ら
ぎ
始
め
る
。

徹
底
し
て
、
村
々
の
米
作
り
を
監
視
し
て
、
年
貢
の
皆

済
を
目
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
為
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、「
古
風
に
立
ち
戻
る
」

と
言
う
理
念
で
あ
る
。
贅
沢
に
目
も
く
れ
ず
、
一
心
不
乱

に
米
作
り
に
邁
進
す
る
、こ
れ
が
為
政
者
側
の
求
め
る「
理

想
的
な
農
民
像
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
倹
約
令
が
度
々
発
布
さ
れ
百
姓
の
下
々
の

者
ま
で
、
言
い
聞
か
さ
れ
た
。
洗
脳
と
い
う
言
葉
は
、
当

時
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
効
用
は
為
政
者
は

摑
ん
で
い
た
。

百
姓
が
も
と
ど
り（
頭
髪
を
束
ね
る
こ
と
）を
元
結（
も

と
ど
り
を
結
ぶ
緒
）
で
結
う
こ
と
を
奢
侈
（
シ
ャ
シ
・
無

駄
な
贅
沢
）
の
見
本
だ
と
し
て
取
り
上
げ
、
昔
は
誰
も
が

わ
ら
し
べ
（
稲
の
穂
の
し
ん
）
を
使
っ
た
も
の
だ
と
嘆
き
、

傘
や
合
羽
は
贅
沢
だ
か
ら
、
笠
や
蓑
（
ミ
ノ
・
藁
や
棕
櫚

で
編
ん
で
作
っ
た
雨
具
）
を
使
え
と
か
、
住
ま
い
で
は
、

玄
関
は
不
必
要
、
板
敷
き
も
天
井
も
農
作
業
に
は
関
係
な

し
と
し
て
無
用
に
す
べ
し
と
ま
で
命
令
し
て
い
る
。

百
姓
は
領
主
様
へ
年
貢
を
上
納
す
る
た
め
に
働
い
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
、
最
低
限
の
暮
ら
し

さ
え
出
来
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。

一
方
、
役
人
達
は
、
参
勤
交
代
で
体
に
染
み
つ
い
た
貨

幣
経
済
の
習
わ
し
が
捨
て
き
れ
ず
、
若
山
へ
戻
っ
て
も
、

以
前
の
生
活
様
式
を
踏
襲
し
た
。

百
姓
は
自
給
自
足
の
生
活
を
、
役
人
手
前
達
は
、
百
姓

か
ら
上
が
っ
て
く
る
年
貢
の
殆
ど
を
米
商
人
を
通
し
て
売

却
し
金
銭
を
手
に
入
れ
、
生
活
を
維
持
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
構
造
を
変
え
る
こ
と
は
、
支
配
体

制
を
破
壊
さ
せ
る
こ
と
に
通
じ
る
。
と
言
う
理
由
か
ら
紀

伊
徳
川
家
の
役
人
は
、
公
儀
布
達
を
、
あ
た
か
も
渡
り
に

舟
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
幕
府
の
お
達
し
で
あ
る
、
紀
伊

徳
川
家
も
同
様
で
あ
る
と
強
調
す
る
意
味
で
、
そ
の
儘
領

下
の
村
々
へ
通
達
し
た
の
で
あ
る
。

幕
府
の
治
世
も
終
焉
を
迎
え
て
い
る
こ
と
も
知
ら
ず

に
、
二
百
年
余
続
い
て
き
た
治
世
基
本
方
式
を
振
り
か
ざ

し
て
い
る
姿
を
、
読
者
は
、
ど
う
受
け
取
ら
れ
ま
す
か
。

【
提
供
者　

加
納
利
和
】

川や海にゴミを捨てると、ゴミが広がっていきます。ゴミは水辺の景観を悪くするだけでなく、水辺で生活する
さまざまな動植物の生息場にも悪い影響を与えてしまいます。私たち自身で川や海の環境を守る。そんな考え方をもっ
た人たちが積極的に川や海を守るための活動に参加しています。その活動は、川や海をきれいにすることはもちろん
ですが、ゴミを捨てていた人の気持ちも変えてくれるはずです。川や海をもっと大切にしたい。みんなのその思いは、
水辺の環境とゴミを捨てない心を育みます。

みんなで一緒に始めませんか。ゴミを捨てない心を育むために美しい水辺を取り戻すための活動。
■実 施 日　10月27日（日）　　　■実施場所　宮川左岸 11.4㎞付近
■集合場所　宮川左岸 10.0㎞付近　増養殖研究所前堤防
■実施時間　午前８時30分から１時間程度（30分前に集合してください）　
■お問合せ・届出先　◦国土交通省三重河川国道事務所　宮川出張所（電話 0596-25-1018）
　　　　　　　　　　◦玉城町建設課（電話 0596-58-8205）
■そ の 他　◦保険等の準備の都合上、参加者の把握をしたいので、実施日５日前までにお申込みください。
　　　　　　◦当日は小雨決行。
　　　　　　◦タオル、軍手等は各自ご持参ください。

宮川（玉城町）参加者大募集！ 
１０月２７日（日）
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町内（自治区主催）の行事やイベントなど取材依頼をお待ちしています。
日にち・時間・場所・連絡先をお伝えください。

たまきチャンネル CATV
123ch

片付け
仕事
片付け
仕事

不要品の
処分

不要品の
処分

遺品の
整理
遺品の
整理

家具移動
タンス１本から
家具移動
タンス１本から

有 料 広 告

たまきチャンネル 9月25日～10月24日

たまきチャンネル プログラム
時 内　　　容

6

00 玉城オリジナル健康体操①
06 知っ得、納得①
18 ちょっとたまき①
30 玉城オリジナル健康体操②
36 知っ得、納得②
48 ちょっとたまき②

7
00 ビデオレポート①
30 ビデオレポート②

8
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

9 00/30 ビデオレポート①②
10/11 00 特別番組

0 00/30 ビデオレポート①②
1/2 00 特別番組

3
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

4/5 00 特別番組
6 00/30 ビデオレポート①②

7・8 00 特別番組

9
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

10 00/30 ビデオレポート①②
11・0 00 特別番組

1
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

2 00 番組終了

議会放送
（議会終了まで）

閉会後再放送

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

【　９月２８日】 ◦ 1 歳児のあそび（田丸保）
【1０月　５日】 ◦運動会（有田小）
【1０月1２日】 ◦町長杯囲碁大会
【1０月1９日】 ◦田丸神社神輿渡御

文字情報『ちょっとたまき』（毎週土曜日更新）

特別番組（毎月１・16日更新）

【1０月　1日～1５日】
・第４回語り継ごう戦争体験

【1０月1６日～３1日】
・第３回福寿学級

知っ得、納得（毎月５・20日更新）

【1０月　５日～ 11月　４日】
・乳がん検診受診のすすめ

【1０月２０日～ 11月1９日】
・未定

議会放送（終了まで）

町議会が開催される当日午後９時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前９時から再放送をします。

○ 番組に関するお問合せ…
役場総務課　電話（５８）８２００

○ 放送に関するお問合せ…
㈱アイティービー　電話（２７）０７００

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。
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ち か
ど 示 板掲

ま

玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。住民票、所得証明、各種申請、相談などにご利用ください。

診療内容のお知らせ	 玉城町国民健康保険玉城病院（58）3039

診 療 時 間　午前８時45分～正午
　　　　　　　午後３時～５時
受 付 時 間　午前８時～11時45分
　　　　　　　（皮膚科は11時30分まで）
　　　　　　　午後２時30分～４時45分

総合相談窓口　面談	 　受付でお申込みください。
電話相談　午前９時～午後４時　（58）3039

ご 案 内　①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により休診または担当医が変わることがあります。

曜日
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8：45 ～
12：00

内　　科 三重大学
循環器内科 循環器内科 三重大学

循環器内科

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 野口 総合診療

本泉院長
総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長

特殊外来
三重大学

皮膚科
９：00～12：00

三重大学
眼科

9：00～11：30

午後
3：00 ～

5：00

外　　科 野口 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

三重大学
外科

総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りする場合がありますのでご了承ください。
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■玉城町役場
TEL	58-8200	 FAX	58-4494

●総務課	 TEL	58-8200
●税務住民課	 TEL	58-8201
●生活福祉課	 TEL	58-8203
●産業振興課	 TEL	58-8204
●建設課	 TEL	58-8205
●上下水道課	 TEL	58-8207
●出納室	 TEL	58-8210
●議会事務局	 TEL	58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）
TEL	58-8212	 FAX	58-7588

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

■玉城病院
TEL	58-3039	 FAX	58-7299

■ケアハイツ玉城
●介護老人保健施設
TEL	58-3770	 FAX	58-3790

●訪問看護ステーション	 TEL	58-8117●訪問介護ステーション	
●居宅介護支援事業所	TEL	58-8822
■地域包括支援室（地域包括支援センター）
TEL	58-7373	 FAX	58-7625

■保健福祉会館（子育て総合支援室）
TEL	58-8000	 FAX	58-8688

■さくら児童館
TEL	58-8527	 FAX	58-8528

伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住　　所：伊勢市八日市場町13-1 伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596-25-8795
診 療 日：平日夜間、日曜、祝日
診療時間：昼間　午前10時～正午・午後１時～５時　　夜間　午後７時30分～10時
三重県地域救急医療情報センターコールセンター：電話０５９６－２８－11９９

看護師・看護助手募集中�
※詳しくは玉城病院へお問合せください。

有 料 広 告 有 料 広 告

●車いすに乗ったまま乗降できます。
●貸出します 車椅子、ストレッチャー（介助料として）

▪車いす…無料　 ▪ストレッチャー…1回 1,000円
▪リクライニング車いす…1回 500円

●通院・転院又は買い物・冠婚葬祭 等 利用できます。
●初乗り 1.5kmまで630円 以後303ｍまでごとに100円

▪時速10km以下の場合 110秒までごとに100円
▪送迎回送料 1回100円　▪時間制・貸切もあります。

☎ 

福祉タクシー やまや福祉タクシー やまや

■梅がおか児童館
TEL	58-8345	 FAX	58-8346

■いなほの郷児童クラブ室
TEL	58-3956	 FAX	58-3956

■つつじが丘児童クラブ室
TEL	58-7699	 FAX	58-7699

■中央公民館
TEL	58-6331	 FAX	58-7755

■アスピア玉城
●玉城ふれあいの館
TEL	58-8800	 FAX	58-8801

●ふるさと味工房アグリ
TEL	58-8686	 FAX	58-8687

■社会福祉協議会
TEL	58-6915	 FAX	58-6916

■元気バス	 TEL	58-8181

福祉会館まで

玉
城
弘
法
温
泉


